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１,研究動機 

 鞍手高校生の中には、将来ビジネスマンになる人もいるだろう。ビジネ

スマンに於いてプレゼンテーション能力は必要不可欠である。そこで、プ

レゼンテーションではグラフの使い方が重要になってくると考えた。 

私達は日々の生活で様々なグラフを目にし、更に数学、地理等で理解を

深めてきた。その中で、より多く目にするグラフはどのような場合に用い

られるのか、また、あまり見られないグラフはなぜ用いられないのか疑問

に思い、グラフについて研究した。 

 

２,仮説 

 データは、割合を表すものと量や数を表すものに分かれている。よっ

て、グラフも同様にそれぞれ使い分けられているのではないか。また、あ

まり見られないグラフでは、よく目にするグラフに比べ用途が限られてい

るのではないかという仮説を立てた。 

 

３,検証 

※文中の「➀－1の図」等は参考資料の番号を指す 

➀－1 ヒストグラム 

        ➀－1の図から、標準語より京都弁などの西日本の方言が人気で

あることが分かる。また、全体の数値で見ると標準語より京都弁の

方が高いが「男性」だけで見ると京都弁より標準語が高いことが分

かる。このグラフより、棒の大きさによりデータの大小関係が分か

りやすく、全体の数値だけでなく男女別など複数のまとまりごとに

比較することができると言える。 

  ➀－2 色分け図 

      ➀－2の図から、中部・近畿・中国地方の方言を多くの人が用い

ていることが分かり、また一部の県では用いられる言葉が分散傾向

にあることが分かる。このグラフより、色の濃淡で頻度を、種類に

よって項目を表していることが分かる。よって、1つのグラフにお

いて複数のデータを扱うことができる図であると言える。 



  ②－1 円グラフ 

      ②－1の図から、福岡県内で最も多く用いられている方言は西部

の 52％、次点で東部の 36％、最も少ないのは筑後の 12％というこ

とが分かる。このグラフより、全体での構成比が分かり、仮に数値

等が記載されていなくてもデータの大小関係が分かりやすいと言え

る。 

  ②－2 表 

      表では、②－2の図のように文字のみの情報をまとめるときに多

く用いられ、また数字を含む表では他の表し方に比べ一度に多くの

情報をまとめることができる。プレゼンテーションを行うときはそ

の情報量の多さのため不向きであるが、文字情報をまとめるときに

はこの表し方が有効であるために様々な場面で用いられます。 

③－1 箱ひげ図 

     あまり見られないグラフとして、箱ひげ図を例に挙げる。③－1

のグラフより、箱ひげ図はデータの「ばらつき」を探る手段として

用いられるグラフであることが分かる。データの分布を見るときに

は便利だが、データの数によっては変量の個数によって全く異なる

グラフとなるため注意が必要である。また、データの「ばらつき」

を探る手段としてはヒストグラムを用いることもできる。しかし、

箱ひげ図はコンビニの売れ挙げ等で用いられており、正しく使うこ

とができればビジネスに大きく活用することができるため重要なグ

ラフでもある。 

      

４,考察 

 よく見るグラフの特徴として、割合は円グラフ、文字情報は表というよ

うにそれぞれ有効となる場面が多く、共通して「汎用性が高い」というこ

とが言える。また、私たちがあまり目にすることのないグラフ(ここでは箱

ひげ図)の特徴は「用途が限定的」かつ「扱いに注意が必要である」という

ことが言える。よって、よく見るグラフではデータの種類によって様々な

場面で使い分けることができ、あまり見られないグラフではそもそも用途

が限定的であるために使われているのを見る機会が少ないのだと考えられ

る。しかし、あまり見られないグラフでも、ビジネスにおいて重要な物も

あるので、それらの知識も必要であるといえる。 

 

５,今後の課題 

 今回の研究でまだ調べていないグラフを調べると伴に、今回調べたグラ



フの用途等をさらに詳しく研究し、より理解を深める。 

 また、今回の研究で得たグラフについての知識をビジネスや日常生活に

活かしていきたい。 
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